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合

新年度ビジョン2021

コロナ

 

 

町
長
の
施
政
方
針

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、「
着
眼
大
局
着
手

小
局
」
を
胸
に
、
住
民
も
行
政
も
心
を
一
つ
に
し
て
、
未

来
に
責
任
と
希
望
を
持
て
る「
支
え
合
う
共
生
の
町
」の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
ひ
と
／
人
口
対
策

◇
妊
娠
・
子
育
て
へ
の
支
援

◇
教
育
環
境
の
整
備

◇
社
会
福
祉
の
充
実

■
ま
ち
／
生
活
環
境
対
策

◇
環
境
施
策
の
推
進

◇
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◇
生
活
関
連
施
設
の
整
備

◇
情
報
発
信
の
強
化

◇
地
域
安
全
対
策
の
推
進

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

◇
芸
術
文
化
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

■
し
ご
と
／
所
得
対
策

◇
農
業
の
振
興

◇
林
業
の
振
興

◇
商
工
業
の
振
興

◇
観
光
産
業
の
振
興




医

 

 

食

 



 

住

 

 

神田謙一町長

第12回
月


第
12
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
は
、
３
月

２
日
か
ら
12
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
施
政
方
針
演
述
、

教
育
長
教
育
行
政
演
述
の
後
、
一
般
質
問

に
は
７
議
員
が
登
壇
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
対
応
、
町
独
自
経
済
対
策
、
介
護
保
険

事
業
計
画
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
２
年
度
補
正
予
算
、
町
条

例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整

備
計
画
、
３
年
度
当
初
予
算
な
ど
を
審
議

し
、
全
28
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
請
願
と
意

見
書
」
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

【用語解説】着眼大局着手小局：全体を眺め、大きな方向性を定めて、そこから具体的な行動に落と
し込み実践していくという意味。
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△ ワクチン管理の要となる超低温冷凍庫ディープフリーザー。

■令和２年度住田町一般会計補正予算
（単位：千円）

補正前の額 補 正 額 計

（９号） 5,819,743 26,786 5,846,529

（10号） 5,846,529 26,661 5,873,190

（11号） 5,873,190 338,739 6,211,929

■繰越明許費
（単位：千円）

事 業 名 金 額
公共施設等総合管理計画個別計画策定事業 6,963
地域情報通信基盤施設放送機器更新事業 23,210
戸籍システム改修事業 6,380
新型コロナウイルスワクチン接種事業 27,199
飲料水施設整備事業 17,372
畜産競争力強化整備事業 446,135
学校保健特別対策事業 3,200

変更請負契約の締結

■上有住地区公民館新築工事

・請負者 ㈱佐賀組・㈲坂井建設特定共同企業体

・変更の内容

契約金額 変更前 221,870,000円

変更後 223,759,800円

■町営住宅清水沢団地新築工事

・請負者 住田住宅産業㈱

・変更の内容

契約金額 変更前 111,100,000円

変更後 112,955,700円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
費
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
財
源
は
、
国
庫
支
出
金

で
総
額
２
８
４
５
万
円
で
す
。

４
月
以
降
に
順
次
住
民
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
、
高
齢
者
等
へ
の
接
種
体

制
準
備
の
た
め
の
予
算
と
な

り
ま
す
。
主
な
質
疑
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
町
民
の
意
向
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く

の
か
。接

種
に
は
町
民
の
意

思
表
示
が
必
要
と
な

る
。
ハ
ガ
キ
と
封
書
の
い
ず

れ
か
の
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
回
数

の
管
理
方
法
は
。

接
種
希
望
者
へ
は

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の

接
種
券
を
配
布
す
る
。
接
種

会
場
で
そ
の
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
込
み
、
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
の
中
で
接
種
回
数
も
管

理
し
て
い
く
。

特
養
す
み
た
荘
入
居

者
へ
の
接
種
対
応
は
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
直

接
出
向
い
て
施
設
で

接
種
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
て
い
る
。

①
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名

の
採
用
（
４
月
か
ら
）

②
接
種
会
場
へ
高
齢
者
等
を

輸
送
す
る
た
め
の
自
動
車

借
り
上
げ
料

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
個
人

情
報
を
管
理
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
費

④
超
低
温
冷
凍
庫
を
設
置
す

る
た
め
の
工
事
費

⑤
消
耗
品
、
備
品
の
購
入

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応

問答問答問答

独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
へ
の
接
種
対

応
は
。訪

問
診
療
を
受
け
て

い
る
方
に
は
訪
問
先

で
の
接
種
方
法
も
検
討
し
て

い
る
。
接
種
会
場
へ
出
向
け

な
い
方
に
は
借
り
上
げ
し
た

バ
ス
等
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。 問答

住
民
向
け
集
団
接
種


































新型コロナウイルス

ワクチン接種体制構築へ

【用語解説】繰越明許：歳出予算の経費のうち、その性質上または予算成立後に事由に基づき、年度
内にその支出の終わらない見込みのあるものについて、翌年度に繰り越して
使用する経費のこと。
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（歳出）

支出
48億
5千万円

自主

財
源依

存

財
源

（歳入）

収入
48億
5千万円

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
町

が
行
う
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に
充

て
る
た
め
国
な
ど
か
ら
借
り

た
お
金

【
地
方
消
費
税
交
付
金
等
】

地
方
消
費
税
交
付
金
や
地
方

譲
与
税
な
ど
が
一
定
の
割
合

で
町
に
交
付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
基
金
（
積
立
金
）

か
ら
取
り
崩
し
た
お
金

【
財
産
収
入
】
町
有
林
立

木
売
払
い
代
金
な
ど

【
分
担
金
・
負
担
金
等
】

地
域
情
報
基
盤
施
設
や
保
育

所
運
営
の
一
部
負
担
金
な
ど

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事
務

経
費
や
財
産
管
理
な
ど
の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児
童

な
ど
社
会
福
祉
の
た
め
の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や
ご

み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
業
・
商
工
費
】
農

林
業
の
振
興
や
農
道
・
林
道

の
整
備
、
商
工
業
の
振
興
や

観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川
整

備
、
町
営
住
宅
整
備
な
ど
の

経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う
と

き
に
借
り
た
お
金
の
返
済
金

0
（億円）

49

54

44

３年度２年度令和元年度30 年度29 年度

48億
5000万円46億

2700万円
47億
2000万円

47億
5300万円

50億円

持続可能なまちづくりへ
令和３年度 一般会計予算 48億5000万円

すみっこの

用語解説

繰入金
7億3164万円（15.1％）

町税
4億6921万円
（9.7％）

財産収入
7152万円（1.3％）

分担金･負担金等
1億4344万円（3.1％）

地方交付税
23億2000万円
（47.8％）

国庫・県支出金
5億1051万円
（10.5％）

町債
３億2780万円
（6.8％）

地方消費税
交付金等
1億8461万円
（3.8％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

自主財源
町が自力で

収入できるお金

総務費
8億4154万円
（17.4％）

民生費
11億6668万円
（24.1％）

衛生費
4億3094万円（8.9％）

土木費
3億876万円
（6.4％）

議会費
7261万円（1.5％）

諸支出金･予備費
2235万円（0.4％）

（歳

公債費
7億2444万円
（14.9％）

農林業･商工費
4億6336万円
（9.5％）

教育費
5億1230万円
（10.6％）
5億1223303 万円5億1223303 万円
（10（10（10（10（ 0（（ 6.6.6.666％6％6％6％）））））））））））

消防費
3億702万円
（6.3％）

使用料･手数料
9127万円（1.9％）

■特別会計

会 計 名 予 算 額
国民健康保険 ６億3965万円
介護保険（保険事業） 10億2405万円
介護保険（サービス事業） 151万円
後期高齢者医療 7910万円

計 17億4431万円

■水道事業会計

会 計 名 予 算 額
収益的支出 １億4792万円
資本的支出 １億3709万円

■下水道事業会計

会 計 名 予 算 額
収益的支出 １億5273万円
資本的支出 3668万円

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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問

応
急
仮
設
住
宅
本
町

団
地
の
跡
地
活
用
策
は
。

答

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
働

き
方
の
場
や
中
高
生
に
将
来

の
進
む
道
や
生
き
方
を
学
ぶ

場
を
提
供
し
、
多
様
な
暮
ら

し
の
創
出
や
人
材
の
発
掘
な

ど
を
通
し
て
、
町
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
た
め
の
「
仕
事
・

学
び
の
場
」
と
し
て
の
活
用
を

進
め
る
。
敷
地
内
に
は
、
住

田
型
仮
設
住
宅
の
実
物
１
棟

を
再
現
し
震
災
関
連
資
料
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る
。

地
域
づ
く
り

仕
事
・
学
び
の

場
の
創
出

問

看
護
師
確
保
の
た
め

の
奨
学
金
の
返
還
補
助
金
の

創
設
や
返
還
免
除
制
度
を
拡

充
す
る
ね
ら
い
は
何
か
。

答

民
間
等
の
奨
学
金
制

度
の
利
用
者
に
対
し
、
看
護

師
と
し
て
町
内
に
就
職
す
る

こ
と
を
条
件
に
返
還
金
に
対

す
る
補
助
金
を
新
た
に
創
設

す
る
と
と
も
に
、
現
行
の
町
の

奨
学
金
返
還
免
除
制
度
に
、

町
内
へ
の
就
職
を
条
件
に
１

年
目
か
ら
返
済
免
除
の
対
象

と
す
る
よ
う
制
度
を
拡
充
す

る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
師
確

保
を
図
る
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
看
護

師
確
保
も
図
る
。

問

近
年
頻
発
す
る
災
害

対
応
に
、
消
防
団
活
動
支
援

と
防
災
対
策
強
化
を
す
べ
き
。

答

災
害
現
場
等
に
お
け

る
消
防
団
員
の
情
報
伝
達
の

省
力
化
や
効
率
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
に
小
電
力
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
を
配
備
す
る
。

防
災
対
策
と
し
て
、
新
た

な
急
傾
斜
地
の
危
険
箇
所
を

反
映
さ
せ
た
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に

避
難
所
と
な
る
体
育
館
・
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
。

問

地
域
の
未
来
を
創
造

す
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

児
童
生
徒
を
育
成
す
る
と
し

て
い
る
が
。

答

研
究
開
発
学
校
の
指

定
を
受
け
取
り
組
ん
で
い
る

新
教
科
「
地
域
創
造
学
」
の

研
究
開
発
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
指
定
の
継

続
を
目
指
す
。「
住
田
高
校

魅
力
化
事
業
」
の
一
環
と
し

て「
住
田
高
校
魅
力
化
構
想
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
学
校
と

地
域
が
一
丸
と
な
り
中
山
間

地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
注
力
す
る
。

問

限
ら
れ
た
地
域
資
源

で
あ
る
が
、
地
域
の
産
業
を

持
続
す
る
方
策
は
。

答

農
林
業
で
は
、
農
林

業
を
「
生
業
」
と
す
る
世
帯

が
減
少
し
て
い
る
が
、
所
得

向
上
の
た
め
の
農
林
業
の
推

進
や
担
い
手
確
保
等
を
支
援

し
て
い
く
。
商
工
業
で
は
、

町
内
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
や
起
業
・
事
業
所
立
地
を

支
援
し
て
い
く
。
観
光
で
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
資

源
の
魅
力
の
情
報
発
信
に
取

り
組
む
。

医
療･

福
祉

看
護
師
確
保
に

新
た
な
ス
タ
ー
ト

防

災

避
難
所
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

教

育

「
地
域
創
造
学
」の

指
定
継
続

産

業

担
い
手
対
策

手
厚
く

■
主
な
使
い
道

・
仕
事
・
学
び
の
場
創
出

９
７
８
０
万
円

・
つ
な
が
り
創
出
事
業

１
１
０
万
円

・
移
住
支
援
事
業１

０
１
万
円

・
関
係
人
口
創
出
事
業

１
１
０
万
円

・
空
き
家
対
策
関
連
事
業

７
８
８
万
円

■
主
な
使
い
道

・
保
健
医
療
介
護
連
携
体
制

構
築
事
業
費
補
助
金

１
７
０
０
万
円

・
看
護
師
確
保
対
策
奨
学
金

返
還
補
助
金

19
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置

（
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

４
３
１
万
円

■
主
な
使
い
道

・
消
防
防
災
施
設
整
備
（
消

防
車
両
、
小
電
力
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
）１

９
８
４
万
円

・
防
災
対
策
（
防
災
マ
ッ
プ

作
成
、
避
難
所
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
機
器
整
備
、
防
災
行
政

無
線
設
備
整
備
、
移
動
系

無
線
設
備
整
備
）

７
９
７
４
万
円

■
主
な
使
い
道

・
教
育
研
究
開
発
事
業

１
０
６
３
万
円

・
住
田
高
校
魅
力
化（
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、住
田

高
校
魅
力
化
構
想
策
定
）

１
８
３
６
万
円

・
奨
学
金
貸
付
事
業

９
７
０
万
円

■
主
な
使
い
道

・
経
営
継
承
・
発
展
等
支
援

事
業
交
付
金

２
０
０
万
円

・
起
業
奨
励
金１

０
２
０
万
円

・
担
い
手
農
業
者
経
営
支
援

対
策
事
業
費
補
助
金

２
０
０
万
円

・
い
わ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
支
援
事
業
交
付
金

４
５
０
万
円

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
・

下
水
道
事
業
会
計
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

佐
々
木
信
一
議
員
）
で
審
議
し
ま
し
た
。
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
い
く
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
目
線
に
立
っ
て

厳
し
く
審
議

副委員長
阿部祐一委員

委員長
佐々木信一委員

イ
ノ
シ
シ
対
策

水野正勝委員

Ｑ

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情

報
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
金

網
設
置
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

な
る
対
策
も
検
討
を
し
て
い

く
べ
き
だ
が
。

Ａ

豚
熱
へ
の
警
戒
も
高

ま
り
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
鳥
獣
害
対
策
協

議
会
や
関
係
者
と
対
策
を
検

討
し
進
め
て
い
く
。

飲
料
水
施
設
整
備荻原 勝委員

Ｑ

安
全
な
飲
料
水
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
飲
料
水
施
設

整
備
の
補
助
金
交
付
要
件
を
見

直
し
で
き
な
い
か
。

Ａ

現
在
、
２
戸
以
上
で
構
成

す
る
組
合
に
工
事
費
の
５
割
か

ら
７
割
を
補
助
し
て
い
る
。
過

疎
化
の
進
行
で
、
組
合
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
把

握
し
て
お
り
、
１
戸
か
ら
の
対
象

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

検
診
助
成

佐々木初雄委員

Ｑ

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
助

成
対
象
年
齢
は
75
歳
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
80
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

Ａ

80
歳
ま
で
、
総
合
検
診
の

中
で
、
各
種
が
ん
検
診
と
基
本
健

診
を
受
け
ら
れ
る
の
で
利
用
い
た

だ
き
た
い
。
予
算
と
の
関
係
も
あ

り
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
助
成
に

つ
い
て
は
、
従
来
通
り
75
歳
ま
で

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
専
従
職
員

佐々木信一委員

Ｑ

災
害
か
ら
住
民
の
命

を
守
る
た
め
に
も
、
防
災
専

従
職
員
の
配
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ

防
災
を
主
と
し
て
担

当
す
る
職
員
を
配
置
し
て
い

る
。
防
災
は
、
重
要
な
業
務

で
あ
り
、
限
ら
れ
た
職
員
の

中
で
各
課
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
防
災
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

限
ら
れ
た
予
算
、
人
員
、

体
制
の
中
、
か
つ
て
経
験
の

な
い
未
知
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
向
き
合

い
、
感
染
防
止
対
策
や
町
独

自
の
経
済
対
策
な
ど
の
施
策

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
従
来

か
ら
の
ま
ち
の
課
題
で
あ
る

医
・
食
・
住
の
三
つ
の
柱
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

森
林
・
林
業
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
に
誠
心
誠
意
取
り
組

む
も
の
と
捉
え
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
吟
味
、
精
査
し
て
優

先
度
に
応
じ
た
予
算
配
分
が

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評

価
す
る
。

課
題
に
誠
心
誠
意
に
取
り
組
む
予
算

賛

成

討

論

水

野

正

勝

委
員
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医
療
の
充
実

佐々木春一委員

Ｑ

住
田
地
域
診
療
セ
ン

タ
ー
の
医
療
体
制
の
充
実
と

医
師
確
保
の
取
り
組
み
は
。

Ａ

医
師
確
保
は
、
県
医
療

局
、
大
船
渡
病
院
に
継
続
し

て
要
望
。
さ
ら
に
「
未
来
か

な
え
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
す
み
ち
ゃ
ん
」
等
の
医
療

を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
看
護
師
を
雇
用
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

村上 薫委員

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
品
目
充
実
の
た
め
「
ふ

る
さ
と
納
税
新
基
準
」
に

そ
っ
て
、
近
隣
市
と
の
連
携

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ

寄
附
件
数
、
返
礼
品

の
種
類
と
も
増
え
て
い
る
。

品
ぞ
ろ
え
の
充
実
と
高
額
返

礼
品
も
検
討
し
て
い
る
。
広

域
で
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
た
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク阿部祐一委員

Ｑ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
市
町
村
運
営
交
付
金
の

活
用
方
法
は
。

Ａ

聖
火
リ
レ
ー
事
業
及

び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
の

採
火
事
業
、
レ
ッ
ツ
エ
ン

ジ
ョ
イ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ｉ
ｎ

す
み
た
な
ど
の
事
業
実
施
を

企
画
し
て
い
る
。

空
き
家
管
理
と
対
策林﨑幸正委員

Ｑ

空
き
家
特
に
も
危
険
空

き
家
が
散
見
さ
れ
る
。
空
き

家
等
対
策
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
が
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ

所
有
者
の
確
認
や
管

理
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、

危
害
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な

物
件
は
、
適
正
管
理
を
所
有

者
に
指
導
し
て
い
く
。
最
終

的
対
応
と
し
て
強
制
撤
去
も

条
例
に
定
め
て
い
る
。

地域課題を巡って論戦

△ 仕事・学びの場、震災遺構として生ま
れ変わる本町仮設団地。

△ 農をつなぐプロジェクトで期待
される地域おこし協力隊。

△ 未来を担う子どもたちを育成す
る地域創造学。

△ オリンピック・パラリンピック。町
でも様々な企画を予定。

△ 新たに加わったベジソースなど魅力
が向上の返礼品。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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条 例 制 定

 
 

地方議会の議員のなり手不足が深刻化していることから、町村の選挙において、立候補の環境を改善するた

め、公職選挙法の一部を改正する法律が制定されました。

これにより、今後の町長選挙および町議会議員選挙の車両使用やビラ、ポスター作成にかかる費用を町が負

担することになります。上限額や手続き等必要な事項を定めようとするものです。

件 名 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための請願

請願者の
住所・氏名

盛岡市本町通2丁目1番36号
岩手県医療労働組合連合会 執行委員長 中野 るみ子

請願の要旨
新型コロナウイルス感染対策の教訓を経て、国民のいのちと健康・暮ら
しを守るため、医療・介護・福祉に十分な財源確保を行い、地域の声を
踏まえた医療体制の充実を図ること。

紹介議員 菅野 浩正、水野 正勝
付託常任委員会 総務教民常任委員会
審査の結果 採択すべきものと決定
本会議での採決 全員賛成 国へ意見書提出

請願のゆくえ

採 択
医療･介護の

充実

×▲党

供託金の納入

選挙運動用自動車の使用
・一般運送契約（ハイヤー方式）　上限：１日64,500円×５日（選挙期間）=322,500円
・個別契約方式（レンタカー方式）
　①自動車の借入れ　上限：１日15,800円×５日（選挙期間）=79,000円
　②燃料代　　　　　上限：１日 7,560円×５日（選挙期間）=37,800円
　③運転手の雇用　　上限：１日12,500円×５日（選挙期間）=62,500円

選挙運動用ビラの作成

・作成枚数上限：町長選挙……………5,000枚
　　　　　　　　町議会議員選挙……1,600枚
・作成単価上限：7円50銭

1

2

3

4

5

6

7

8

選挙運動用ポスターの作成
※公職選挙法施行令で定めるポスター作成の企画費上限額：310,500円
　（ポスター掲示場数が500以下の場合）
・作成枚数上限：ポスター掲示場の数……現行では町内57か所
・作成単価上限：印刷費単価525円６銭×掲示場所数+310,500円）÷掲示場所数

・町長選挙…………………50万円
・町議会議員選挙…………15万円

選挙公報

議 案 審 議

【用語解説】供託金：当選を争う意思のない人が売名などの理由で無責任に立候補す
ることを防ぐため、法務局に一時的に預け入れるお金のこと。
一定の得票数が獲得できれば返却され、規定の得票に達しな
かった場合や、途中で立候補を取りやめた場合は没収される。
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３月議会定例会

総
合
整
備
計
画
を
策
定

辺
地
に
係
る

滝観洞･種山ケ原
観光･レク施設を整備

辺地地域指定となる奥土倉・五葉・津付に公共的施設の整備を実施しようとするもの

で、整備事業の実施にあたっては、辺地対策事業債を活用するため実施に係る総合整備

計画を策定するものです。

△ 整備が計画された種山ケ原（散策道）

■公共的施設の整備計画
（令和元年度から令和５年度まで ５年間）

地区名 施設名 事業費（千円）

奥土倉
(変更)

観光・レクリエーション施設（滝観洞） 75,049

消防施設（消防車両） 9,020

五 葉 消防施設（消防車両） 9,020

津 付
消防施設（消防車両） 9,020
観光・レクリエーション施設

（種山ヶ原） 51,312

条例の一部改正

住田町奨学資金貸与条例

人材の確保、
定着に向けて

次代を担う有為な人材を確保し、

定住人口の増加を図るため、教育委

員会が必要と認めるときは、奨学金

の返済未済額の全部又は一部につい

て、返還を免除することができるよ

う制度内容を拡充するものです。

町内の公の施設の指定管理者指定に関する議案２件を原案のと
おり可決しました。
委託指定期間は、令和３年４月１日から令和６年３月31日まで
の３年間です。
指定管理者の応募状況は、各施設１団体のみで、審議の結果、指
定管理者として適当と認めたものです。



指定管理者 住田町社会福祉協議会
（世田米字川向96番地5）

高齢者生活福祉センター（アンルス）

指定管理者 住田観光開発株式会社
（世田米字小飼沢30番地39）

農林水産物直売･食材供給施設（ぽらん）

条例の一部改正
定住促進･高齢者向け住宅を新築

定住促進一戸建住宅及び高齢者向け住宅の新築整備に伴い、
所要の改正を行うものです。

定住促進一戸建住宅…若者や子育て世帯の定住を進めるための
住宅。

高齢者向け住宅………町営住宅からの住み替えを主なねらいと
した住宅。

△ 定住促進・高齢者向け住宅清水沢団地

特定公共賃貸住宅等の設置及び管理に関する条例の一部改正

■令和２年度に新築整備された定住促進・高齢者向け住宅
名 称 団地名 構 造 面積

(１戸当たり) ㎡ 戸数 家賃（円）

定住促進１戸建住宅 清水沢 木造２階 76.02 ２ 51,000

高齢者向け住宅
火石 木造平屋 42.94 ３ 15,000
清水沢 木造平屋 45.64 ４ 16,000
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なお、全文記録(議事録)は、４月下旬から役場庁舎２階の総
務課と町のホームページ上で閲覧できます。



ページ 質 問 者

(登壇順) 質問項目

11 荻
おぎ
原
わら

勝
まさる ①人口動態と移住者対策

②教育環境整備

12 佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち ①新型コロナウイルス感染症対策

②新型コロナウイルス感染症拡大に係る
支援

13 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず

①新型コロナウイルス感染症の感染防止
対策とワクチン接種
②住田町第８期介護保険事業計画及び高
齢者介護
③鳥インフルエンザ及び豚熱の予防対策

14 林
はやし
﨑
ざき
幸
さち
正
まさ

①滝観洞の再開発

15 水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ ①新型コロナウイルス感染症に係る町の

独自経済対策
②新型コロナウイルスワクチン

16 村
むら
上
かみ

薫
かおる

①新年度施政方針演述及び教育行政演述
に係る「着眼大局、着手小局」
②新たな（仮称）「過疎地域持続可能発展
計画」の策定

17 阿
あ
部
べ
祐
ゆう
一
いち ①林業振興

②こざっぱり条例の推進
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一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
す

こ
と
。
質
問
の
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

３月議会
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町
の
考
え
を
問
う

問
協
力
隊

さ
ら
な
る
取
り
組
み
は

答
問
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
目
指
す
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
総
括
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
町
長

当
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
始

ま
り
、
令
和
２
年
度
現
在
で

延
べ
13
人
を
委
嘱
。
現
在
活

動
し
て
い
る
４
人
を
除
い
た

９
名
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
の
方
が
協
力
隊
に
関
連
し

た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
う

ち
５
名
が
町
内
に
定
住
し
て

い
る
。
お
お
む
ね
目
的
を
果

た
し
、地
域
特
産
品
の
開
発
、

農
業
分
野
の
事
業
継
承
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
来
年
度
は

医
療
分
野
の
課
題
で
あ
る
看

護
師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
あ
る
。

問
総
務
省
の
他
の
制
度
も

活
用
し
て
、
本
町
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
部
分
の
強
化
と

さ
ら
な
る
定
住
・
定
着
な
ど

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
町
長

「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
は
、
事
前
に
地
域

に
来
て
何
日
間
か
隊
員
を
体

験
す
る
制
度
。
今
後
、
希
望

が
あ
れ
ば
活
用
し
た
い
。

「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
は
、
地
域
を

つ
な
ぐ
役
割
の
リ
ー
ダ
ー
を

委
嘱
す
る
制
度
。
今
後
、
政

策
的
に
必
要
な
場
合
は
、
活

用
し
た
い
。「
公
共
施
設
経

営
の
プ
ロ
派
遣
」
は
、
今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
進
め
る

う
え
で
専
門
的
な
分
野
の
知

識
が
必
要
な
場
合
は
活
用
し

た
い
。

問
令
和
４
年
度
か
ら
小
中

学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
の

設
置
を
目
指
す
。
そ
の
意
義

は
。答

教
育
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら

ず
、
学
校
運
営
に
地
域
住
民

の
声
を
積
極
的
に
生
か
し
、

学
校
が
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
設
置
す
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

体
験
活
動
の
充
実
、
学
び
の

広
が
り
、
地
域
の
方
々
と
の

関
わ
り
に
よ
る
成
長
な
ど
が

期
待
さ
れ
る
。
町
で
進
め
て
い

る
地
域
創
造
学
の
円
滑
な
授

業
の
実
施
に
も
つ
な
が
る
。

問
「
町
内
小
中
学
校
の
再

編
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
教
育
環
境
整
備
に
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
考
え
か
。

答
教
育
長

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

続
く
中
、
町
立
学
校
の
教
育

環
境
整
備
の
検
討
を
進
め
る

た
め
就
学
前
の
幼
児
か
ら
中

学
３
年
生
の
保
護
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
は
現
在
集
計
中

で
あ
る
。
今
後
、
教
育
審
議

会
に
町
立
学
校
の
再
編
を
諮

問
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
参
考
に
審
議
を
重
ね
、

３
年
度
内
に
答
申
を
受
け
、

教
育
環
境
整
備
の
方
向
性
を

示
し
た
い
。

問 う生かす 再編アケート声
答 教育審議会で検討

△ 子どもたちの明るい未来と笑顔のた
め再編アンケートを生かしたい。

荻
おぎ

原
わら

勝
まさる

議員

議員のつぶやき

医
療
分
野
で
看
護
師
を
確
保

継続か再編か
選択がせまられる、

本町の
小中学校再編。
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位
や
接
種

体
制
及
び
接
種
場
所
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

住
田
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

を
軸
と
し
た
集
団
接
種
を
予

定
し
て
い
る
。
３
月
下
旬
か

ら
医
療
従
事
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
。
４
月
以
降

に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

65
歳
未
満
で
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
、
高
齢
者
施
設
の
従

事
者
、
16
歳
以
上
64
歳
ま
で

の
方
な
ど
が
順
次
接
種
し
て

い
く
計
画
と
な
る
見
込
み
。

接
種
時
期
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
配
分
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。

ま
た
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
ス
タ
ッ
フ
体
制
の
確
保
が

流
動
的
で
未
確
定
要
素
が
多

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

問
答 住田地域診療センターで

域
診
療
セ
ン
タ
ー
で
迅
速
な

対
応
は
可
能
で
あ
る
が
、
住

田
分
署
と
の
連
携
も
図
り
万

全
の
態
勢
で
取
り
組
み
た
い
。

△ 新型コロナウイルスの感染拡大の影響が懸念される世田米商店街。

問答

町
民
の
支
援
機
運
高
ま
る

佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち
議員

明
確
な
時
期
ま
で
は
示
せ
な

い
が
、
ワ
ク
チ
ン
が
届
き
次

第
速
や
か
に
、
な
る
べ
く
短

時
間
で
接
種
が
終
了
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
副

反
応
が
起
き
た
場
合
の
対
応

は
。答

町
長

町
民
が
安
心
し
て
接
種
で

き
る
よ
う
情
報
提
供
や
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に

接
種
前
の
説
明
や
問
診
を
十

分
行
い
、
接
種
後
は
、
15
分

以
上
の
経
過
観
察
、
過
去
に

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
含
む

重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、

接
種
後
30
分
間
の
経
過
観
察

を
す
る
。
副
反
応
が
確
認
さ

れ
て
も
接
種
会
場
が
住
田
地

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
係
る
支
援
策

の
効
果
と
課
題
は
。

答
町
長

町
単
独
の
経
済
対
策
と
し

て
、「
食
べ
て
応
援
住
田
チ

ケ
ッ
ト
」「
使
っ
て
応
援
住

田
チ
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ス
」「
プ

ラ
ス
ア
ッ
プ
事
業
協
力
金
」

「
使
っ
て
応
援
住
田
チ
ケ
ッ

ト
プ
ラ
ス
・
予
約
で
応
援
未

来
チ
ケ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
販

売
」の
４
事
業
を
実
施
し
た
。

そ
の
総
額
は
１
億
８
千
９
４

９
万
円
、
町
内
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食

店
、
事
業
者
等
へ
の
経
済
に

効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。
町
民
の
事
業
者
等
を
応

援
す
る
気
運
も
高
め
ら
れ
た
。

購
入
が
か
な
わ
な
か
っ
た

方
や
長
時
間
並
ぶ
状
況
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
事

業
構
築
に
お
け
る
検
討
事
項

と
捉
え
て
い
る
。

議員のつぶやき

コロナ感染予防の
ためにワクチン接種を
受けましょう。
私も…。

集団場所は

町
単
独
事
業
の
支
援
効
果
は

町
の
考
え
を
問
う
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町
の
考
え
を
問
う

問
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

答
問
令
和
３
年
度
か
ら
３
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
定

め
る
介
護
保
険
料
基
準
額
を

軽
減
で
き
な
い
か
。

答
町
長

要
介
護
認
定
者
数
の
増
加

と
と
も
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
高
ま
り
や
、
新
規
事

業
所
の
開
設
な
ど
選
択
で
き

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、

介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
傾

向
が
続
く
が
、
町
民
負
担
を

配
慮
し
、
介
護
保
険
準
備
基

金
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
月
額
６
３
０
０
円
の
据

え
置
き
と
し
た
。

問
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
多
く
見
ら

れ
、
日
常
的
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
必
要
で
あ
る
が
。

答
町
長

高
齢
者
が
安
心
し
て
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
見
守
り

体
制
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
な
ど
様
々

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
。

問
介
護
人
材
確
保
・
処
遇

改
善
の
支
援
策
を
考
え
て

は
。答

町
長

介
護
従
事
者
の
高
齢
化
や

離
職
が
見
受
け
ら
れ
、
介
護

人
材
の
育
成
・
確
保
が
必
要
。

介
護
従
事
者
の
安
定
的
な
確

保
に
向
け
た
処
遇
改
善
が
行

わ
れ
る
よ
う
国
に
要
望
し
て

い
く
。

問 ＰＣＲ検査拡充を
答 ワクチン接種優先に

△ 新型コロナウイルス感染症の相
談・受診の流れが表示されている
県立大船渡病院。

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

議員

月
額
６
３
０
０
円
据
え
置
き

議員のつぶやき

コロナワクチン接種を
ひかえ、町民の命と
健康を守る要として
住田地域診療センターの

役割は大きい。

問
無
症
状
陽
性
者
を
早
期

発
見
し
、
保
護
、
治
療
に
結

び
付
け
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
を
抜
本
的
に
拡
充

し
、
社
会
的
検
査
に
取
り
組

む
べ
き
だ
が
。

答
町
長

医
療
や
介
護
、
保
育
関
係

者
な
ど
社
会
機
能
の
維
持
に

必
要
な
分
野
で
働
く
方
々
が
、

定
期
的
に
検
査
す
る
新
し
い

仕
組
み
づ
く
り
の
重
要
性
は

理
解
し
て
い
る
が
、
検
査
体

制
の
強
化
や
費
用
負
担
な
ど

医
療
資
源
が
少
な
い
当
町
で

は
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ま

ず
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
づ

く
り
を
優
先
的
に
取
り
組
む
。

問
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
及
び
豚
熱（
豚
コ
レ
ラ
）

の
発
症
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
防
疫
対
策
の
徹
底
を
図

る
べ
き
だ
が
。

答
町
長

「
死
亡
し
た
野
鳥
や
イ
ノ

シ
シ
を
発
見
し
た
場
合
」
の

役
場
や
家
畜
保
健
衛
生
所
へ

の
連
絡
や
対
応
方
法
を
全
戸

に
回
覧
。
気
仙
川
付
近
で
の

野
鳥
へ
の
餌
付
け
防
止
の
看

板
を
設
置
し
注
意
を
喚
起
。

養
豚
事
業
者
に
は
イ
ノ
シ
シ

侵
入
防
止
防
護
柵
設
置
へ
の

助
成
な
ど
感
染
予
防
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。



鳥
イ
ン
フ
ル
･

豚
熱
の
防
疫

■住田町介護保険料（基準月額）の推移

計画期間 第１期 第２期 第３期
年 度 H12～ H15～ H18～

介護保険料(円) 2,600 2,800 3,100

計画期間 第４期
年 度 H21 H22 H23

介護保険料(円) 3,700 3,750 3,800

計画期間 第５期 第６期
年 度 H24～ H27～

介護保険料(円) 4,300 6,000

計画期間 第７期 第８期
年 度 H30～ R3～

介護保険料(円) 6,300 6,300
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問
滝
観
洞
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
で
あ
る
県
道
釜
石
住
田
線

の
道
路
改
良
を
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
町
長

県
道
釜
石
住
田
線
は
、
多

く
の
地
域
住
民
が
日
常
的
に

使
用
す
る
重
要
な
道
路
。
通

称
「
お
ど
し
」
な
ど
は
、
幅

員
狭
小
、
急
カ
ー
ブ
で
大
雨

の
際
は
冠
水
す
る
な
ど
、
早

問
答 改良実現に向け予算化

問
滝
観
洞
の
再
開
発
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
整
備
計

画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
町
長

整
備
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、「
洞
窟
と
周
辺
施
設
が

一
体
と
な
っ
た
観
光
体
験
の

提
供
」
と
し
、
段
階
的
に
整

備
や
取
り
組
み
を
進
め
る
計

画
の
素
案
を
ま
と
め
た
。

町
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
町
内
の
観
光
資
源
の

中
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

立
地
条
件
に
あ
る
。
入
洞
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
滝

観
洞
は
町
の
観
光
資
源
と
し

て
魅
力
を
十
分
備
え
て
い
る

と
評
価
さ
れ
た
が
、
洞
窟
周

辺
の
受
付
・
飲
食
・
休
憩
施

設
が
老
朽
化
し
使
い
づ
ら

く
、
景
観
的
に
も
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
滝
観
洞
の
活

△ 滝観洞への誘客が期待される新たな
施設整備計画。

問答

施
設
整
備
計
画
を
作
成

林
はやし
﨑
ざき
幸
さち
正
まさ
議員

期
の
改
良
が
望
ま
れ
、
県
に

事
業
の
要
望
を
し
て
き
た
が
、

令
和
３
年
度
岩
手
県
当
初
予

算
案
に
こ
の
道
路
改
良
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
改
良
区

間
は
、
上
有
住
中
埣
か
ら
金

の
倉
間
で
計
画
区
間
延
長
９

０
０
メ
ー
ト
ル
。
令
和
３
年

度
測
量
設
計
、
令
和
４
年
度

に
用
地
買
収
、
令
和
５
年
度

か
ら
10
年
度
の
工
事
予
定
。

性
化
に
向
け
洞
窟
の
魅
力
を

活
か
し
つ
つ
周
辺
施
設
の
整

備
計
画
（
案
）
を
ま
と
め
た
。

短
期
の
計
画
案
で
、
滝
流

し
そ
ば
と
洞
窟
受
付
プ
レ
ハ

ブ
を
一
体
的
に
建
て
替
え
、

一
階
に
売
店
、
事
務
室
、
受

付
、
ト
イ
レ
、
二
階
に
調
理

室
、
食
堂
の
機
能
を
備
え
た

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

問
老
朽
化
し
た
滝
観
洞
観

光
セ
ン
タ
ー
を
温
泉
も
備
え

た
施
設
に
建
て
替
え
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
町
長

観
光
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計

画
は
、
今
後
、
中
長
期
的
な

整
備
計
画
（
案
）
が
具
体
化

す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

議員のつぶやき

滝観洞と道路が
良くなってくる時期が
ようやくやってきた。

釜石田線 早期良を

滝
観
洞
の
早
期
再
開
発
を

町
の
考
え
を
問
う

△ 町民の願いが予算化された釜石住田
線「おどし」付近。
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町
の
考
え
を
問
う

問
事
業
者
へ
の
公
平
性
を

答
問
今
年
度
の
町
独
自
経
済

対
策
の
評
価
と
事
業
者
な
ど

へ
の
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

町
民
の
事
業
者
等
を
応
援

す
る
機
運
を
高
め
る
と
と
も

に
、
事
業
者
等
へ
の
経
済
に

効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。特

に
も
行
政
に
お
い
て
は

公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
。
経

済
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
実

現
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
が
、
対
象
事
業
者

が
よ
り
平
等
に
支
援
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
最

大
限
配
慮
し
た
。

問
す
み
チ
ケ
未
来
の
上
限

を
５
セ
ッ
ト
に
し
た
背
景
と

結
果
は
。

答
町
長

支
援
が
す
べ
て
の
飲
食
店

に
届
く
よ
う
配
慮
し
た
。

販
売
数
が
少
な
い
場
合
、

支
援
さ
れ
る
店
舗
の
偏
り
が

懸
念
さ
れ
た
。
支
援
金
額
に

差
は
生
じ
た
が
全
飲
食
店
に

支
援
が
届
く
結
果
と
な
っ
た
。

問
今
後
の
経
済
対
策
の
展

開
は
。

答
町
長

こ
れ
ま
で
の
経
済
対
策
の

課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、

事
業
者
を
直
接
支
援
す
る
形

と
住
民
が
事
業
者
を
応
援
す

る
形
の
２
つ
の
タ
イ
プ
の
支

援
策
を
商
工
会
と
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
目
的
と
リ
ス
ク

や
安
全
性
は
。

答
町
長

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
省
の
指
示
に
よ
り

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
臨
時
の
予
防
接
種

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
早
期
収
束
の
た
め
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
何

ら
か
の
副
作
用
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
、
１
０
０
％
の
安

全
性
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
集
団
免
疫
を
獲
得

す
る
た
め
の
接
種
の
意
義
は

大
き
い
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

し
な
い
町
民
へ
の
対
応
は
。

答
町
長

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
副

反
応
等
、
丁
寧
な
情
報
提
供

や
説
明
に
努
め
な
が
ら
、
接

種
を
推
進
し
た
い
。
接
種
は

努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

同
意
が
必
要
で
強
制
は
で
き

な
い
。
接
種
を
希
望
し
な
い

方
へ
の
誹
謗
中
傷
等
は
許
さ

れ
な
い
。
そ
の
点
も
周
知
し

お
願
い
し
て
い
く
。

問
答 集団免疫で早期収束

△ 町民の新型コロナワクチン接種会場となる住田診
療センター。

水
みず

野
の

正
まさ

勝
かつ

議員

平
等
な
支
援
で
配
慮

目的は

議員のつぶやき

新年度でもさらなる
経済対策が必要です。

地域経済の
回復と発展を。
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新
年
度
町
長
施
政
方
針
演

述
及
び
教
育
長
教
育
行
政
演

述
は
、「
着
眼
大
局
」の
考
え

が
十
分
と
は
言
え
ず
、
そ
の

こ
と
が
各
施
策
の
「
着
手
小

局
」
に
つ
な
が
る
と
の
観
点

か
ら
伺
う
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
念
を
各
施

策
と
ど
の
よ
う
に
連
動
を
図

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を

目
指
そ
う
と
す
る
の
か
。

答
町
長

総
合
計
画
の
結
婚
、
子
育

て
、
教
育
な
ど
18
の
政
策
分

野
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関

連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
ゴ
ー

ル
に
向
か
う
取
り
組
み
を
す

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
答 総合計画で取り組む

問
Ｉ
Ｌ
Ｃ
北
上
山
地
誘
致

実
現
は
、
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｌ
Ｃ

実
現
で
も
あ
り
当
町
が
目
指

す
「
森
林
・
林
業
日
本
一
」

と
も
深
く
関
わ
る
。
ど
う
対

応
す
る
考
え
か
。

答
町
長

昨
年
８
月
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致

を
促
進
す
る
「
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ

推
進
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
実
現
に
よ
り
、

△ 町の政策にどう取り込むか。SDGs17の目標。

問答

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
具
現
化

村
むら
上
かみ

薫
かおる
議員

問
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
変
革
）

は
、
過
疎
や
辺
地
の
町
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
活
か
し
方
で

不
利
条
件
を
克
服
で
き
る
。

具
体
的
取
り
組
み
は
。

答
町
長

国
で
は
地
域
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
も
掲
げ
て
い
る
。

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
利
用
が
そ

の
効
果
を
増
す
。
ど
の
よ
う

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
効

果
的
か
検
討
し
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

持
続
可
能
な
開
発
目
標
。
２
０
１

５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
国
際
目
標
。「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
を
基
本
理
念
に
、
全
て
の
人

が
豊
か
に
暮
ら
す
世
界
の
実
現
を
目

指
す
。

地
元
へ
の
様
々
な
効
果
の
期

待
が
高
ま
る
。
グ
リ
ー
ン
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
具
現
化
な
ど
に
本
町

が
貢
献
で
き
る
こ
と
を
進
め

て
い
く
。

問
過
疎
債
活
用
実
績
と
評

価
は
。

答
町
長

地
域
医
療
確
保
、
町
営
住

宅
整
備
、
農
林
商
工
業
活
性

化
な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
有
利
な
過
疎

債
を
活
用
し
、
後
年
の
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
き

た
。
医
・
食
・
住
対
策
等
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
町

の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

問
新
過
疎
対
策
法
は
、
こ

の
４
月
施
行
を
目
指
し
て
い

る
。
い
つ
ま
で
に
町
新
過
疎

計
画
を
策
定
す
る
考
え
か
。

答
町
長

法
案
提
出
後
の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め

る
。

議員のつぶやき

ＳＤＧｓは、
地球を守ることではあるが、
実は、地域や自分を
守ることでもある。

目指すべきＳＤＧｓ未来都市

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
実
現
の
対
応
は

町
の
考
え
を
問
う

エディージーズ
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町
の
考
え
を
問
う

問
山
元
へ
の
還
元
策
を

答
問
昭
和
40
年
代
に
拡
大

造
林
と
し
て
植
栽
さ
れ
た
杉

や
赤
松
が
、
伐
期
を
迎
え
て

い
る
が
、
大
径
木
の
価
格
が

低
迷
し
山
元
へ
の
還
元
が
進

ん
で
い
な
い
が
、
木
工
団
地

内
の
製
材
部
門
で
は
大
径
木

に
対
応
で
き
な
い
。
さ
ら
に

製
材
ラ
イ
ン
や
乾
燥
機
が
す

で
に
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
お

り
、
設
備
の
更
新
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
町
と
し
て
国

や
県
に
早
期
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
町
長

木
材
加
工
施
設
等
の
施
設

整
備
は
、
事
業
体
、
県
、
町

で
協
議
し
な
が
ら
昨
年
末
に

国
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
。
今
後
は
、
国
及
び
県
の

事
務
手
続
き
が
済
み
次
第
事

業
に
着
手
し
、
令
和
３
年
度

内
に
施
設
整
備
が
完
了
す
る

予
定
。
整
備
予
定
の
製
材
機

械
は
、
50
㎝
ま
で
製
材
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
林
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
担
い
手
対

策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
町
長

林
業
事
業
体
に
お
け
る
新

規
就
業
者
の
雇
用
条
件
や
技

術
者
の
能
力
の
向
上
等
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
き
た
。

今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
作

業
の
省
力
化
な
ど
、
担
い
手

不
足
を
補
う
新
技
術
の
導
入

を
考
え
る
と
と
も
に
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
た
外
部
人
材
の
呼
び
込
み

も
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
よ

り
効
果
的
な
担
い
手
育
成
の

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
町
有
林
は
貴
重
な
自
主

財
源
に
あ
た
る
。
町
有
林
の

長
期
的
な
森
林
計
画
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

町
有
林
の
大
き
な
面
積
が

利
用
可
能
な
段
階
に
入
っ
て

き
て
い
る
。
適
期
で
の
主

伐
、
分
収
造
林
等
か
ら
の
町

有
地
返
戻
箇
所
、
町
有
林
の

主
伐
跡
地
の
造
林
適
地
へ
の

再
造
林
、
適
期
の
森
林
の
保

育
作
業
等
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
森
林
資
源
の
持
続
可
能

な
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も

に
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
も
配
慮
し
つ
つ

適
切
な
森
林
管
理
に
努
め

る
。ニ

ホ
ン
ジ
カ
等
の
食
害
、

松
く
い
虫
被
害
、
林
業
各
段

階
に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
・

低
コ
ス
ト
化
、労
働
力
及
び
、

担
い
手
確
保
等
の
対
策
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
課
題

と
捉
え
て
い
る
。

問
答 持続可能な有効利用

△ 林業従事者の高齢化は大きな課題。

阿
あ

部
べ

祐
ゆう

一
いち

議員

議員のつぶやき

大
径
木
の
製
材
対
応

町有長期森計画は

議員のつぶやき

山元への還元が
進んでくれれば
いいなぁ。
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その後

第９次（平成29年）
町教育振興基本
計画に盛り込む
地域活動の拠点、災害発生

時の上有住地区対策本部、地

域住民の避難所など中心的役

割の施設。改築整備が必要で

あり、次期基本計画で具現化

する。

答

弁

待望の地区公民館
令和３年３月 完成
地域住民の声を活かした上有住地区の

拠点施設が完成。木造平屋建で気軽に利

用できるスペースとなっている。

老朽化している
地区公民館改築を
上有住地区公民館は築後

46年が経過し、水道水に錆び

が出るなど老朽化している。

早急に改築を。

質

問
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改築を要する拠点施設


議
員
が
行
う
質
問
や
提

言
が
、
町
政
に
ど
う
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

△ 地域住民待望の新上有住地区公民館。
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主
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
は
。

２
０
１
７
年
か
ら
下

有
住
地
区
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
遊
休
農
地
の

利
活
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
し
、
２
０
２
０

年
か
ら
白
と
う
も
ろ
こ
し
、

に
ん
に
く
の
栽
培
や
、
吉
田

養
豚
で
三
元
豚
の
飼
育
を
し

て
い
ま
す
。

活
動
す
る
中
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
。

農
業
は
生
き
物
を
扱

う
仕
事
で
あ
り
、日
々

観
察
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠

る
と
何
が
問
題
で
ど
う
対
処











































































































































































































































































































































































し
て
良
い
か
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
で
す
。

や
り
が
い
は
何
で
す

か
。

白
と
う
も
ろ
こ
し
を

例
に
と
る
と
、
全
国

へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
販
売
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
ま
た

来
年
も
よ
ろ
し
く
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
と
て
も
励
み
に
な

り
、
様
々
な
人
と
の
つ
な
が

り
が
持
て
る
仕
事
を
し
て
い

る
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

住
田
町
の
良
い
と
こ

ろ
は
。

栽
培
す
る
面
積
は
小

さ
い
区
画
で
は
あ
り
ま

す
が
、
作
物
を
育
て
る
上
で
、

環
境
変
化
の
著
し
い
近
年
の

環
境
下
で
、
中
山
間
の
気
候

ＱＡ

　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
放映時間は、午後６時からです。

６月議会は
日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

一般質問 本会議

△ 農地での種まに有住地区の々とに。△ 農地での種まに有住地区の々とに。

農
業
は
生
き
物

日
々
の
観
察
が
大
切

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

△ 平
ひら
林
ばやし
慧
え
遠
おん
さん

（下有住字中上）

は
意
外
と
品
質
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
事
も
感
じ
ま
す
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

も
っ
と
若
者
が
や
り

が
い
を
感
じ
ら
れ
る

環
境
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

ＱＡ

△ 丹精込めて作った白と
うもろこしは、全国のお
客さに大人気です。
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活
気
あ
ふ
れ
る
町
に

人
の
命
を
助
け
た
い

　暖かい春の日差しを感じられるようになった４月。

世田米保育園では、新ぶどう組さん15名が、リーダー

として保育園最後の一年をスタートさせました。持ち

前の明るさと元気で、世田米保育園の先頭に立ってく

れること間違いなしの子どもたち。さぁ、このラスト

イヤー！どんなドキドキとワクワクが待っているのか

…今から楽しみですね。

後後記記記記記記記記後後後編集集 記後編編 後後編 記記編編 後記編編集編集後編集集集編編 後編編編 記記後記集集編編編編 後記記記後記編編編編集編集後後記記記編編編集編集 記記編集後記編集後記
　長く厳しい冬でした。三寒四温、桜の便りが足早に近づいています。　東日本大震災から１０年。復旧、復興の様子が特集報道で展開されました。記録と教訓を生かす防災教育の大切さを再認識したところです。また、新型コロナウイルスが生活を脅かすようになり早一年。ワクチン接種も始まり、早い収束で安心した生活ができることを願います。

広報編集常任委員会
　委員 菅野　浩正

パート

５

私は将来、住田町役場で働きたいです。
それは、地域創造学の学習で、私たちが住
田町で安心して暮らせているのは、役場が
いろいろな政策を考えてくれていると気づ
いたからです。私も将来、みんなが住みや
すく活気あふれる住田町にしたいです。

私は将来、薬の作成などに関わる薬剤師
になりたいです。その理由は、薬を作るこ
とにとても興味があるからです。そのため
にたくさん勉強をして正しい知識を身につ
けたいです。この仕事で、たくさんの人の
命を助けたいと思います。

薬剤師住田町役場で働きたい
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